
年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

解剖学：消化器
各コマに
おける

授業予定
消化器疾患(腸疾患2)

各コマに
おける

授業予定
消化器疾患(腸疾患2)

解剖学：消化器

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

各コマに
おける

授業予定
消化器疾患(腸疾患1)

各コマに
おける

授業予定
消化器疾患(胃疾患)

各コマに
おける

授業予定
消化器疾患(口腔疾患・食道疾患)

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：消化器

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：消化器

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：消化器

東洋療法学校協会編：臨床医学各論　第2版
プリント：過去30年間のはり師・きゅう師の過去問

東洋療法学校協会編：臨床医学各論　第2版を中心に板書形式で行い、最後に教科を一読する進行形式です。板書した内
容、教科書以外に最新の検査・治療について追記していきます。毎授業後に自分にあったスタイルでまとめ、知識の定着を
行なってください。

1年生で習った解剖学、生理学、2年で学習する病理学概論と関連する内容が多い教科で基礎医学から応用科目に移行す
る科目です。事前に行なう範囲の基礎科目を予習しておいてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

1.定期試験(筆記試験)
2.適時行なう試験(筆記試験)

①疾患の原因、②病態生理から症状　③検査　④治療

担 当 教 員 山下　浩平
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年生 学期及び曜時限 教室名 2校舎502教室

講義

科  目  名 臨床医学各論Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 鍼灸スポーツ学科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法



自分で作成したまとめ
ノート各コマに

おける
授業予定

中間試験

各コマに
おける

授業予定
気管支・肺癌

解剖学：呼吸器

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

消化器疾患・肝胆膵疾患・呼吸器疾患の試験
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気管支・肺がんの各組織型の特徴を理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：呼吸器
各コマに
おける

授業予定
特発性肺線維症・気胸・気管支拡張症

各コマに
おける

授業予定
COPD2

解剖学：呼吸器

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

気管支喘息(小児・成人)の違いをしっかり理解しておく
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、危険因子を理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

各コマに
おける

授業予定
COPD1

各コマに
おける

授業予定
呼吸器疾患：上気気道炎、肺炎

解剖学：呼吸器

各コマに
おける

授業予定
急性膵炎、慢性膵炎

解剖学：消化器

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、危険因子を理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、危険因子を理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：呼吸器

各コマに
おける

授業予定
慢性肝炎・肝硬変・肝癌

各コマに
おける

授業予定
急性肝炎

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

膵臓の構造から原因・症状・検査等を知る。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

膵臓の構造から原因・症状・検査等を知る。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：消化器
各コマに
おける

授業予定
膵癌、消化器確認テスト

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、生理学から症状を中心に理解する。

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学で学習した知識、病理学から症状を中心に理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

生理学：肝臓

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

生理学：肝臓



年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
股関節症・側弯・外反母指・内反足

各コマに
おける

授業予定
形態疾患・脊椎疾患：狭窄症

解剖学：運動器

第
17
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因かにら症状、また、予後までをしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：運動器
各コマに
おける

授業予定
骨疾患：骨粗鬆症・くる病

第
20
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因かにら症状、また、予後までをしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
19
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因かにら症状、また、予後までをしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
18
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因かにら症状、また、予後までをしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：運動器

解剖学：運動器
各コマに
おける

授業予定
筋・関節疾患：ばね指・ドケルバン

第
16
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因かにら症状、また、予後までをしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：運動器
各コマに
おける

授業予定
関節疾患：変形性股・膝・足・肘・指

1年生で習った解剖学、生理学、2年で学習する病理学概論と関連する内容が多い教科で基礎医学から応用科目に移行す
る科目です。事前に行なう範囲の基礎科目を予習しておいてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 山下　浩平
実務経験と

その関連資格

①疾患の原因、②病態生理から症状　③検査　④治療

1.定期試験(筆記試験)
2.適時行なう試験(筆記試験)

2校舎502教室

講義

科  目  名 臨床医学各論Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

東洋療法学校協会編：臨床医学各論　第2版
プリント：過去30年間のはり師・きゅう師の過去問

東洋療法学校協会編：臨床医学各論　第2版を中心に板書形式で行い、最後に教科を一読する進行形式です。板書した内
容、教科書以外に最新の検査・治療について追記していきます。毎授業後に自分にあったスタイルでまとめ、知識の定着を
行なってください。

2022

学        科 鍼灸スポーツ学科 科　目　区　分 専門基礎分野 授業の方法

対 象 学 年 2年生 学期及び曜時限 教室名



公衆衛生：精神保健
各コマに
おける

授業予定
精神疾患(気分障害・統合失調症・神経症)

各コマに
おける

授業予定
眼科疾患・耳鼻咽頭疾患・精神疾患

解剖学：感覚器

第
30
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各疾患の全体像を知っておく
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
29
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各疾患の全体像を知っておく
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

生理学：全般
各コマに
おける

授業予定
小児疾患・婦人科疾患・皮膚疾患

各コマに
おける

授業予定
前立腺肥大・前立腺癌・膀胱癌

解剖学：神経

第
28
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各疾患の全体像を知っておく
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
27
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

泌尿器系に起こる腫瘍の原因、症状、疫学・治療を理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

各コマに
おける

授業予定
認知症(アルツハイマー病・脳血管性・レビー小体)

各コマに
おける

授業予定
その他の変性疾患

解剖学：神経

各コマに
おける

授業予定
脳腫瘍

解剖学：神経

第
26
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
25
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：神経

各コマに
おける

授業予定
髄膜疾患(細菌性・ウイルス性・真菌性・結核性)

各コマに
おける

授業予定
脳卒中・一過性脳虚血発作・くも膜下出血

第
24
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

第
23
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：神経
各コマに
おける

授業予定
基底核疾患：パーキンソン病・ウイルソン病・ハンチントン病

第
22
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。

第
21
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

原因と症状、予後、合併症、検査をしっかり理解する。
東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：神経

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

東洋療法学校協
会編：臨床医学
各論　第2版

解剖学：神経


